
東北地方の鉄道交通について

伊 東 登 志 子

< はじat)に >

近年,鉄道交通における進歩 ,発展は著 しいものがある.東北地方においては東北本線の複

韻電化,奥羽本線の山形までの電化など徐 叫こではあるが発展 してきてtJl･も.

東北地方においては,東北本棟の急速を進歩,それにひきかえ奥羽本線の停滞現象がみられ

る.そこで輩者げその原因を考察するづくこの論文を手+JIけたの どある.

調査方法は国鉄 ダイヤの時刻表を使って列車運行頻度を調べ,かつ各管理局の統計資料から

乗客数,収入をどを調べてみた.

<東北地方の概覇 >

i 地 形

東斗地 方は山脈 ･河谷 ･盆地 ･平野などの配列の南北方向性が著 しい.特に5つの主賓山系

が耗列をそして平行的に走る点は最 もよく目につく｡中央部を縦貫する奥羽山脈は東西の分水

界をモす脊梁でほほ 950m内外の高度を示すo奥羽山脈の東方に沿 う平野は阿武隈川 ･北上

川 ･馬淵川をどの縦谷の連るところで側侵蝕によるうち開けた沖積平野と扇状地や段丘から成

っているOこれに対し西方では羽越山系との間に会津 ･米沢 ･山形 ･新庄 ･横手 ･大館 ･岩木

などの陥没による盆地列/)4'みられ,盆地の沖横平野も広 く,扇状地 もかモ9大きtJl.

11 気 候

東北の気候:,1一般的にtハえばモンスーンの支配下にある温暖多雨気候に属する.極北の大間

崎と極南の豊里との隔如よ緯度の上 で4046'であって年平均気温につtJlて約5Ocの差として

現われてくる｡東北の表日本C･は梅雨,モyスーン,台風などが夏季の多雨をもたらす-那,義

日本 では冬のモンスーンによる降雪が著 しい.そして秋田から酒EElにわたる狭い沿海地帯をの

ぞけば,そZ)大部分は最深横雪 10O 似 上,根雪期間 1 00日以上の地域 ごある.

iii都市の配列について

束寸地 方においては人口5万以上の市は,i･iとんど幹線治線に並んでおD,特に盛岡から仙

台まr･は 50Knにl市の割合ご並ん でいる.一方秋田から山形までも地方都市が並ぶO青森か

ら秋田まで,と山形から福島ま C･は東北地方においては人口の多い都市が集中してtハるOつま

9奥羽本禄北部と南部には都市も多 く人口も多ハ̀とtJlえる.

沖 鉄道状況

日本の国鉄は延長約 2万紬 である.そ'Dうち東北地方は約 20･54帝を示める.走行列車
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はディーゼルや蒸気機関車JJ;多く,電化は束北

本諒と奥羽本轟の福島<→ 山形間である｡

<各線についての考察 >

o列車連行頻度

45年度版国鉄ダイヤ時刻表 (6月号)を使

って特別急行,普通急行の運行頻度を図化 した

の/J:第 1図,第 2図である｡図からもわかるよ

･うに特別急行vCか･J,ては東北本韻JJl'他の線の 2

- 5倍である｡青森から上野まr･の直通特別急

行は5本 であるが,奥羽本線経由の青森から上

野までの直通特別急行は貴い.普通急行は盛岡

から仙台まで20本走っでJ,るJJ:その他は平均

10本位である.,東北本線と奥羽本線を結ぶ路

線には平均 5本～5本が走っている｡仙台と新

潟を結ぶ最短コースの磐越西線には 11本の急

行JJ;走ってtJ'る｡常磐韻は特別急行は5本-r･あ

るが普通急行:/122本と他の2-5倍である｡

このように東北においては各線(,=よって著しく

異なるの である｡その原因を考察するた･別こ普

通列車の頻度を調べてみる｡

普通列車の運行頻度は各線はほとんど差/Jllを

く 1q本- 12本JJl'多 ハ｡しかし常磐線の平◆→

水戸間は 28本と極端に多■ハっ普通列車は各線,

ほとんど同 じr･あD,特別急行,普通急行7)逮

行頻度の葛■Jl太平洋側と頻定の低'Jl日本海側を

乗客数を比較 しモ/Jl'ら考察 してみると,

○ 乗客数

乗客数の多IJlのは,もちろん仙台駅 ご55,281

つづ･'.1て秋田駅 で21.277,福島駅 19,580と

･Jlう具合に県庁所在地が上位を占めTt,lる｡

(第 1表参照)
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次に収入を調べてみると第 2表のようにそる｡第 1表と第2表を比べてみると乗客の多い駅

で必ずしも収入JJ:多いとは言えをいことがわかるOそこで収入と乗客数の関係を2通Dのタイ

プで分類 してみる.

o収入と乗客数からみた都市の類型

A型 (収入が乗客よDも多,A)

福島 ･青森 ･盛岡 ･会津若松 ･弘前 ･尻内 ･水沢 ･横手 ･大館 ･米沢 ･宮古 ･白石 ･喜多方

･二本松 ･湯沢をどの駅fJ:並ぶOこれは定期客が少古 いものと思われる.定期率をとってみた

のが第 1表である.平均定期率は約 60解である｡

B型 (収入が乗客よDも少vl)

秋田 ･郡山 ･山形 ･石巻 ･陸前古川 ･一関 ･釜石 ･大曲 ･新庄 ･北上などの駅である.

A型とは逆に定期客1J;多-ハことが考えられる.B型都市の平均定期率は67帝である｡やは

9定期客の多少(JC関係JJ:あると思われるo乗客数も収入も平均している駅を平均型とする.仙

台駅と花巻駅の二 つr･ある.

(韻 5図参照)

こうしてみ_るとA型:,1東北本線沿線に多(B型

は奥羽本線沿韻に多いことがわかる.収入/):多

く乗客も多'ハ東北本線は列車本数も一多･.JlL便利

のよさにかJlてもはるかにすぐれT tハる｡がし

かし収入,乗客数とも東北本線と大差7)青い奥

羽本線北部 (青森 ←→ 秋EE]185.8†m)は健の

悪さJJ;は舌はだし.A.そこで乗客,収入以外の

面からみることにする｡

0時間距離

上野を基点として時間距離を調べてみると第

2表の時速が出て(る.

衰からもわかるように東北本線の特別急行は

平均80-85EnA を出している.複線,電化

JJ;進ん でtJlるためTある.だから上野･→ 青森

759.2hを8時間 50分r･走ることになる｡

奥羽本線をみてみると上野･･→ 青森の直通特別

急行はをく秋田までの ｢つばさ｣2本と山形ま

'L,-lZ)｢やせばと｣ 2本がある. ｢つばさ｣の平
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(第 5表 ) 主な特別急行の平均時速

東 北 本 線 Il 奥 羽 本 領l 羽 越 本 線 l

は つ か 9 86.5ゆ う づ る 74,8や ま び こ 85.9 つ ば さ 69,5 ,い な ほ 75.7
や せ ば と 81,0 l白 鳥 64.5l

877

均時速は 占9.5b/hである｡ ｢やせばと｣は 81h/h である｡電化によるス ビ-ドアアブ

はこのように顕著にあらわれてくるO又,地形的な影響をみてみると山がちな新庄 ‥ 横手

I)平均時速は日 .Ah/h と減速する｡地形による時間的を-ンデイはまだまだ克服されてVl

を tJl｡第 5囲からもわかるように新庄付近で著 しい差を生 じるっ

羽越本線経由の特別急行 ｢･nかま｣.をみると羽越線 - 信越綾 一 上越線 - 高崎線 一 東

北本線経由の 602,2hを平均時速 75.7Fzn/h で8時間 10分 で結ん でJjlる.このようにし

てみると東北本線の俵のよさが数字的にはつき9してくるo秋田十一 上野間は奥羽本線経由よ

Dも羽越本線廻Dを利用したほうが時間的に短縮されるO

時間距離をみたので次は乗客一人当Dの運賃収入を調べてみる∩ (警 -?表参照)総収入を乗

客数 で書fJった数字であるOもちろん上野から遠地雛になるほど高 くなるっつまb定期客が少な

･ハことにそる,これvJ蕉倒lrtJにA型都市に多ハ｡

<奥羽本線北部につVlての考察 >

このようにしてみてくると乗客数 ,収入をどは他と比べてそんか こ少希くはを 'Jl秋田◆- 育

森にJ/1大館,弘前をどの中都市う滞 在 し乗客数 も奥羽本線の中 で'/1 多.̂地域 であるo乗客･収

入が多く中都市も存在 してVlるのに交通的にはかくれた地域 C･あること!J:わかるo収入の面か

らみると青森 5位 ,秋田5位,弘前 9位と上位に入ってVlる.乗客数 e'は秋田2位,青森 7位 ･

弘前 10位である｡乗客一人当Dの運賃収入では青森 1位,弘前 10位･秋田 11位 であるo

列車運行頻度は利用率,収入をどの面から総合的に考えられるべきC'あるのにこの地域は上野

までの直通特別急行すら存在しモLJl交通へき地である.だから大館の乗客は花輪線から東北本

線に乗 b継 ぐか又は秋田 C･乗D換え して上野まで行くことにそるo 'ハずれにしろ 185,8紬の

沿線の乗客は遠距離旅行する場合,列車に恵まれでハかハのであるo

<結 語>

このようにして分析 してみると東北地方の鉄道交通においては交通休系が確立されてハモい

ことがわかる｡つま9北海道-の渡9廊下的存在希のであるっ三本の幹線のみlJ:強調されすき;

横の連絡が充分をされてVlをVl｡地形的要因,列車自体の未発達をどによD,はるかにお くれ
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てlハるっ北海道-の渡 37廊下的鉄道体系に便乗 しで ハるの/Jl東北の乗客r･ある｡

こうt･ハう不合理性を打開するには東北独自の交通体系を整えることである｡横の連絡を密に

するには経済的,地形的に困難を面もあるから身近モ解決策を考えてみると

0ディーゼルカーの普及

o運行回数をふやして客車の連結数を減らす

o循環交通の普及

をどがあげられる｡そして今後は地域住民と密着 した列車運行が望まれる｡

さlハこにこの論文を進めるにあた 9横山先生,水野先生をはじめ資料を接供 して下さった管

理局の方の多大を御協力,御助言に感謝'̂たします｡
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